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し
る
べ
っ
と

の
大
ホ
ー
ル
で
、

振
り
袖
姿
や
ス

ー
ツ
に
身
を
包

ん
だ
二
二
七
人

の
新
成
人
が
出

席
し
て
成
人
式

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
会
場
で
は
友

達
と
の
再
開
を

喜
ぶ
笑
顔
が
溢

れ
、
互
い
の
近

況
を
伝
え
る
会

話
が
弾
ん
で
い

ま
し
た
。
 

二
十
歳
の
喜
び
 

　
　
　
華
や
か
に
成
人
式
 

地球が丸く見える

7
1



写
真
を
ご
希
望
の
か
た
に
ネ
ガ
を
お
貸
し
し
ま
す
。 

3

　
中
標
津
町
公
設
地
方
卸

売
市
場
で
町
内
や
羅
臼
、

標
津
、
別
海
の
各
商
店
か

ら
約
四
十
人
の
仲
買
人
が

参
加
し
て
、
初
競
り
が
威

勢
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

仲
買
人
た
ち
は
、
み
か
ん

や
い
ち
ご
な
ど
の
果
物
や

野
菜
、
魚
介
類
を
競
り
落

と
し
て
い
ま
し
た
。
 

威
勢
よ
く
初
競
り
 

地球が丸く見える

5
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冬
休
み
の
宿
題
に
と
、

西
児
童
館
の
子
ど
も

た
ち
が
凹
凸
を
つ
け

た
空
き
箱
を
利
用
し

て
、
リ
リ
ア
ン
編
み

の
マ
フ
ラ
ー
を
編
み

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、

好
き
な
色
の
毛
糸
を

手
に
、
完
成
を
楽
し

み
に
一
生
懸
命
編
み

込
ん
で
い
ま
し
た
。
 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
を
利
用
 

し
て
マ
フ
ラ
ー
編
み
 

地球が丸く見える
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犯
罪
な
ど
か
ら
町
民

の
安
全
を
守
る
た
め
の
、

課
題
を
審
議
す
る
「
中

標
津
町
安
全
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
」
の
委
員
が
一
月

一
日
に
改
選
と
な
り
、

町
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま

し
た
。
会
議
で
は
、「
路

上
駐
車
」の
解
消
や
「
こ

ど
も
１
１
０
番
の
家
」

Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
 

　
中
標
津
町
文
化
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
主

催
の
新
春
書
き
初
め

大
会
が
し
る
べ
っ
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
書
道
愛
好
者
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、

幼
稚
園
児
や
小
中
学

生
六
十
人
が
、「
明
る

い
心
」
「
あ
さ
ひ
」

「
お
正
月
」
な
ど
を
元

気
よ
く
書
き
上
げ
て

い
ま
し
た
。
 

元気よく新春書き初め 

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
 

推
進
協
議
会
委
員
の
委
嘱
 

地球が丸く見える

11
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地球が丸く見える
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所
得
税

 
　
　
　  

の
確
定
申
告
書
は
、お
早
め
に 
町
道
民
税 

4

所
得
税
、
町
道
民
税
の
確
定
申
告
（
窓
口
受
付
）
が
二
月
十
八
日
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
の

期
限
は
三
月
十
五
日
（
金
）
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
、
提
出
ま
で
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
提
出
下
さ
い
。 

な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
二
月
始
め
か
ら
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。 

○
確
定
申
告
が
必
要
な
人 

　
平
成
十
四
年
一
月
一
日
現
在
、
当
町

に
住
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
住
ん
で
い

た
人
で
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
告
が

必
要
で
す
。 

　
農
業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
、
年
金
、
恩

給
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
所
得
者
で

年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人
、
配
当
、

地
代
、
家
賃
、
報
酬
（
外
交
員
な
ど
）
、

雑
所
得
、
一
時
所
得
の
あ
る
人
、
昨
年

一
年
間
に
二
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
い
を
受
け
た
人
や
中
途
退
職
し
た
人
で
、

年
末
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
人
。 

 

○
申
告
に
必
要
な
書
類 

　
事
業
所
得
の
人
は
、
関
係
諸
帳
簿
（
現

金
出
納
帳
、
売
上
台
帳
、
固
定
資
産
）

給
与
所
得
の
人
は
、
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
支
払
者
の
証
明
書
、
生
命
保
険
、
個

人
年
金
、
損
害
保
険
な
ど
の
控
除
証
明
書
、

印
鑑
、
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
番
号
な

ど
が
必
要
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
受
け

よ
う
と
す
る
控
除
に
よ
っ
て
は
添
付
す

る
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
今
か
ら

準
備
を
し
て
お
く
と
慌
て
ず
に
す
み
ま
す
。 

 

○
こ
ん
な
時
は
、
所
得
税
確
定
申
告
を

し
ま
し
ょ
う
。 

　
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
で
も
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、

確
定
申
告
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

①
病
院
や
薬
代
（
本
人
や
家
族
）
の
支

払
い
額
の
合
計
が
所
得
の
五
％
ま
た

は
十
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
を
超

え
る
と
超
え
た
部
分
が
医
療
費
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収
書

を
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

②
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
借
り
入
れ
し
て

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
、
中
古
住
宅
の

取
得
、
又
は
増
改
築
し
た
人
が
昨
年

中
に
入
居
し
た
場
合
は
、
年
末
の
借

入
残
高
に
よ
っ
て
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
控
除
の

期
間
は
、
入
居
の
時
期
が
、
平
成
十

三
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
三
年
六

月
三
十
日
ま
で
は
十
五
年
間
、
平
成

十
三
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
は
十
年
間
と

な
り
ま
す
。
一
年
目
に
確
定
申
告
す

る
と
、
二
年
目
以
降
は
年
末
調
整
で

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

新
築
住
宅
で
申
告
に
必
要
な
添
付
書
類 

　
住
民
票
の
写
し
。
登
記
簿
謄
（
抄
）

本
や
請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
な
ど
で
、

家
屋
の
取
得
年
月
日
、
床
面
積
、
取
得

価
格
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、
ま
た
は

そ
の
写
し
。
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借

入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
。
住
宅
ロ
ー

ン
等
に
含
ま
れ
る
敷
地
等
の
購
入
に
係

る
ロ
ー
ン
等
に
つ
い
て
こ
の
控
除
の
適

用
を
受
け
る
場
合
は
、
そ
の
敷
地
の
登

記
簿
謄
本
、
契
約
書
等
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票
。 

③
災
害
や
盗
難
な
ど
で
住
宅
や
家
財
な

ど
に
損
害
を
受
け
た
場
合
、
総
所
得
の

十
％
を
超
え
る
と
、
超
え
た
部
分
に
つ

い
て
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

○
国
保
加
入
世
帯
は
、
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
る
世
帯

主
は
、
保
険
税
の
算
定
に
必
要
で
す
の
で
、

所
得
申
告
の
必
要
の
な
い
人
で
も
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
申
告
相
談
の
日
程 

　
次
の
日
程
に
よ
り
、
役
場
一
〇
一
号

会
議
室
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。 

　
税
務
署
か
ら
日
時
を
指
定
さ
れ
た
人
は
、

指
定
の
相
談
会
場
で
申
告
相
談
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。 

①
譲
渡
所
得
者
の
あ
る
人
・
贈
与
税
の

申
告
を
さ
れ
る
人 

日
程
　
二
月
二
十
日
〜
二
十
一
日
（
こ

の
期
間
以
外
は
、
税
務
署
で
申

告
す
る
か
、
税
理
士
に
依
頼
し

て
下
さ
い
） 

②
営
業
者
（
商
店
、
飲
食
店
な
ど
） 

日
程
　
二
月
二
十
日
〜
二
十
一
日
（
こ

の
期
間
以
外
は
、
税
務
署
ま
た

は
商
工
会
で
申
告
す
る
か
、
税

理
士
に
依
頼
し
て
下
さ
い
） 

③
給
与
所
得
者
・
不
動
産
所
得
者
・
年

金
所
得
者
・
外
交
員
な
ど 

日
程
　
二
月
十
六
日
〜
三
月
十
五
日
（
た

だ
し
、
土
曜
、
日
曜
を
除
く
） 

④
消
費
税
の
申
告 

　
平
成
十
一
年
中
の
課
税
売
上
高
が
三

千
万
円
を
超
え
る
個
人
事
業
者 

所
得
税

 
　
　
　  

の
確
定
申
告
書
は
、お
早
め
に 
町
道
民
税 
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「
消
費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
た
個
人
事
業
者
は
、
三
月
三

十
一
日
ま
で
。 

 

根室税務署からの 
お知らせ 

 
　本年から所得税の確定申告書が新

しくなりました。 

　申告書にご記入いただいた文字や

数字は、コンピューターが直接読み

取りますので「確定申告書の手引き」

を参考にご記入いただくようご協力

をお願いします。 

　なお、会場にお越しの際には、印

鑑、前年の確定申告書の控え、使い

慣れた「計算器具」や「筆記具」を

ご持参ください。 

　また、納税には振替納税を、還付

金のお受取りには口座振込の利用を

お勧めします。 

　詳しくは、根室税務署にお問い合

わせください。 

町の発展に功績のあった人を表彰 

中標津町表彰式 

○
申
告
に
つ
い
て
の
相
談
は
根
室
税

務
署
1
０
１
５
３
２
（
３
）
３
２
６

１
ま
た
は
役
場
税
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
だ
さ
い
。 

　永年にわたり、産業、教育文化など、町の発展に功績のあった
13人の方々が表彰されました。また、同時に中小企業卓越技能者
２人の方々の表彰も行われ、関係者から祝福の言葉が贈られまし
た。 
　受賞者は、次の方々です。（敬称は省略させていただきます） 

産 業 貢 献 賞  

教 育 文 化 貢 献 賞  

善 行 賞  

教 育 文 化 奨 励 賞  

 

 

中小企業卓越技能者 

深　　満義・峠　　幸男 

白野　　新・粟野　武夫 

村田　雄平 

山c　　登・金森　榮子・安達　和典 

森重　昌江・三輪タイ子・門間　昌代 

須崎　秀則・向峯　弥紀 

須田　　繁・水沼　勝明 
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近
年
、
公
衆
ト
イ
レ
や
公
園
な
ど
の

公
共
施
設
利
用
の
モ
ラ
ル
の
低
下
や
、

犬
・
猫
の
飼
育
に
関
す
る
苦
情
、
ご
み

の
不
法
投
棄
な
ど
の
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
環
境
美
化
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
三
年
前
に
実
施
し

た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
町
民
の
九

割
は
住
み
良
い
と
感
じ
て
い
る
反
面
、

住
み
に
く
く
な
っ
た
と
回
答
し
た
人
は
、

そ
の
理
由
と
し
て
「
風
紀
や
生
活
マ
ナ

ー
の
低
下
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

　
住
民
に
よ
る
清
掃
活
動
や
緑
化
・
花

の
植
栽
な
ど
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
（
犬
、

猫
等
）
の
適
正
な
飼
育
に
関
す
る
啓
発

な
ど
、
地
域
環
境
の
美
化
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り
一
層
の

環
境
美
化
の
向
上
を
図
る
た
め
議
員
提

案
さ
れ
た
の
が
、
今
回
の
「
中
標
津
町

き
れ
い
な
街
に
す
る
条
例
」
で
す
。 

　
こ
の
条
例
は
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の

ポ
イ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
適
正
処
理
の

基
本
理
念
に
つ
い
て
定
め
、
第
五
条
で
は
、

町
民
の
責
務
と
し
て
、
屋
外
で
喫
煙
す

る
場
合
の
携
帯
用
吸
殻
入
れ
や
犬
の
散

歩
時
の
ふ
ん
処
理
袋
の
持
参
・
ふ
ん
の

回
収
な
ど
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
者
（
第
六
条
）
や
土
地
所
有
者
（
第

七
条
）
に
対
し
て
も
ご
み
の
散
乱
防
止

に
つ
い
て
協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
条
例
以
外
に
、
町
に
は
関
係
条

例
と
し
て
「
中
標
津
町
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
」
と
「
中
標

住
民
の
発
意
が
発
端
と
な
り
、
一
月
十
八
日
臨
時
議
会
に
お
い
て

「
中
標
津
町
き
れ
い
な
街
に
す
る
条
例
」が
可
決
、公
布
さ
れ
ま
し
た
。 

自
ら
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
住
民
の
盛
り
上
が
り
に

議
会
が
応
え
た
も
の
で
、
今
後
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
よ

っ
て
「
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

¡

中
標
津
町
き
れ
い
な
街
に
す
る
条
例¡

 
 

（
目
　
的
） 

第
一
条 

　
こ
の
条
例
は
、
空
き
缶
等
及
び
吸
殻
等
の
散
乱
の
防
止
（
以
下
「
ご
み
の
散

乱
防
止
」
と
い
う
。
）
並
び
に
犬
の
ふ
ん
等
の
適
正
処
理
に
関
し
て
必
要
な
基
本

理
念
を
定
め
る
と
と
も
に
、
町
、
町
民
等
、
事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
し
、
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
二
条
　
省
略 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

　
町
、
町
民
等
、
事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

か
つ
、
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
町
、
町
民
等
、
事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
は
、
居
住
環
境
の
保
全
の
重
要

性
を
認
識
し
、
ご
み
の
散
乱
防
止
及
び
犬
の
ふ
ん
等
の
適
正
な
処
理
の
日
々
実

践
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三
　
町
民
等
、
事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
は
、
地
域
の
自
主
的
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
ご
み
の
散
乱
防
止
及
び
犬
の
ふ
ん
等
の
適
正
処
理
に
関
す
る
意
識

啓
発
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
町
の
責
務
） 

第
四
条 

　
町
は
、
ご
み
の
散
乱
防
止
及
び
犬
の
ふ
ん
等
の
適
正
処
理
に
関
す
る
総
合
的

な
施
策
の
策
定
及
び
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
町
は
、
前
項
の
施
策
の
策
定
及
び
推
進
に
あ
た
り
、
町
民
等
、
事
業
者
及

び
土
地
所
有
者
に
対
し
必
要
な
協
力
を
求
め
、
及
び
適
切
な
指
導
を
す
る
も
の

と
す
る
。 

（
町
民
等
の
責
務
） 

第
五
条 

　
町
民
等
は
、
屋
外
で
自
ら
生
じ
さ
せ
た
空
き
缶
等
及
び
吸
殻
等
を
持
ち
帰
り
、

又
は
こ
れ
ら
を
回
収
す
る
た
め
の
容
器
が
あ
る
場
合
は
そ
の
容
器
に
収
納
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
町
民
等
は
、
屋
外
で
喫
煙
す
る
と
き
は
携
帯
用
吸
い
殻
入
れ
等
を
持
参
し
、

そ
の
吸
い
殻
を
持
ち
帰
る
等
、
み
だ
り
に
捨
て
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

三
　
町
民
等
は
、
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と
き
は
、
犬
の
ふ
ん
を
処
理
す
る
た
め
の

袋
等
を
持
参
し
、
そ
の
ふ
ん
を
持
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

四
　
町
民
等
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
自
ら
、
身
近
な
地
域

及
び
職
場
等
に
お
け
る
清
掃
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
町
や
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津
町
畜
犬
取
締
及
び
野
犬
掃
と
う
条
例
」

が
あ
り
、
後
者
の
条
例
に
は
違
反
者
に

対
し
罰
則
規
定
（
五
万
円
以
下
）
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
事
業
者
の
方
や
町
民

の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
清
潔
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
条
文
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。 

町
内
会
等
が
実
施
す
る
ご
み
の
散
乱
防
止
の
た
め
の
施
策
に
協
力
す
る
も
の
と

す
る
。 

（
事
業
者
の
責
務)  

第
六
条 

　
事
業
者
は
、
事
業
所
及
び
そ
の
周
辺
そ
の
他
事
業
活
動
を
行
う
地
域
に
お
い
て
、

清
掃
活
動
の
実
践
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
飲
料
、
た
ば
こ
そ
の
他
の
ご
み
の
散
乱
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
物

の
製
造
、
加
工
、
販
売
等
を
行
う
も
の
は
、
ご
み
の
散
乱
防
止
に
つ
い
て
、
消

費
者
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
そ
の
他
回
収
容
器
等
の
設
置
及
び
管
理
等
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三
　
事
業
者
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
従
業
員
の
意
識
の
啓

発
を
図
る
と
と
も
に
町
や
町
内
会
等
が
実
施
す
る
ご
み
の
散
乱
防
止
の
た
め
の

施
策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
土
地
所
有
者
の
責
務)  

第
七
条 

　
土
地
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
し
、
占
有
し
、
又
は
管
理
す
る
土
地
の
ご
み
の

散
乱
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

二
　
土
地
所
有
者
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
町
が
実
施
す
る

ご
み
の
散
乱
防
止
の
た
め
の
施
策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。 

以
下
条
文
省
略
。 

中標津連合町内会長 
　　小　野　　弘さん 
 

¡小学生対抗雪上ジャンボサッカー 

¡スノーフェスタｉｎしるべっと 
　（ヨサコイ・知床太鼓・合唱・空手・ 
　　　ダンス（しるべっと大ホール）） 

¡５人６脚競争 

¡缶コーヒー牛乳無料配付 

¡開会式（餅まき抽選会） 

¡北海道遺産認定証授与式 

¡ファミリー雪像入賞発表 

¡豚汁無料提供 

¡和太鼓演奏 

¡花火大会 

¡終了 

午後 1 時 

 
 

午後 2 時30分 

午後 3 時 

午後 4 時30分 

午後 5 時 

午後 5 時50分 

午後 6 時 

午後 6 時45分 

午後 7 時 

午後 7 時30分 

午後 9 時 

¡夢の雪上パークゴルフ大会（丸山公園） 

¡耐寒ラジオ体操　　　　　　　　　　　 

¡すべり台タイムトライアル　　　　　　 

¡小学生対抗雪合戦　　　　　　　　　　 

¡ラジコンバギー無料体験走行会・ 
　　　スプリントレース　　　　 

¡和太鼓演奏　　　　　　　　　　　　　 

¡夢の雪上パークゴルフ大会表彰式　　　 

¡ストラックアウト　　　　　　　　　　 

¡閉会式（お菓子プレゼント）　　　　　 

（※都合により変更になることがあります） 

午前 9 時 

午前 9 時30分 

午前10時 

午前10時30分 

 
午前10時30分 

午後０時10分 

午後 1 時 

午後 2 時 

午後 3 時 

 

●場　所／総合文化会館しるべっと広場 
●主　催／第27回なかしべつ冬まつり実行委員会 
●お問い合わせ　役場経済振興課観光振興係 
 　　　　　　　　　　　1３－３１１１ 

　最近は、犬を散歩させる時ふん

処理袋を持参する人が増えるなど

町民の意識が高くなってきましたが、

放し飼いをする人なども結構います。

また、町内会で春の大清掃をすると沢山の空き缶やごみ

などが投棄されており、マナーの悪い人が多いのも実情

です。 

　今回の条例で、町民一人ひとりが自分のまちに愛着を

もってきれいなまちづくりに取り組んでほしい。 
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住所変更した場合、転入先の市町村で納付書は再

発行しないのですね？ 

ハイ、転入先で再発行はしません。 

そのままお持ちの納付書は、２年間使用すること

ができます。 

納付先はどこになるの？ 

町に納めることは出来なくなります。国に直接納

める事になりますので、全国の郵便局・金融機関で

納めるようになります。（町発行の平成13年度分は、

平成14年４月末日まで使用できます） 

現在の口座振替は使えないの？ 

引き続き利用できるように、社会保険事務所から平

成14年３月までに、口座振替の継続を確認するため

通知書を送付する予定です。 

第３号被保険者になるときの届け出はどうなるの？ 

今は、町の窓口に届けていますが、これからは、事

業主が窓口となり、社会保険事務所に届けを行うこ

とになります。 

それでは、町では何をするの？ 

ハイ、◎免除の申請受付 　◎年金相談　◎裁定請求・

諸変更届出（国民年金に関する届け出）◎適用関係

（国民年金の資格手続き）◎年金広報◎居所不明者

の住所確認などが考えられます。 

A

A

今を楽しむ 

白　野　　新 さん　東14南８ 

国民年金 

Q

Q

A
Q

A
Q

A
Q

　
「
限
ら
れ
た
未
来
、
残
さ
れ
た
日
々
を
大
切
に
し
て
、
今
を
楽
し
む
と
い
う

生
き
方
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
白
野
さ
ん
は
今
年
七
十
八
歳
。
「
大
き
い
失

敗
や
小
さ
な
失
敗
、
挫
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
変
え
て
」

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
高
齢
者
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
な
が
ら
も
、
そ
の
根
底
に
は
自
分
を
育
て
る
の
は
自
分
で
あ
る
と
い

う
信
念
を
持
ち
「
そ
の
上
で
地
域
の
方
々
の
恩
恵
を
頂
い
て
生
き
て
い
る
」
と

話
す
表
情
か
ら
穏
や
か
な
心
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
 

　
昭
和
六
十
年
か
ら
十
五
年
間
、
公
民
館
講
座
で
六
十
歳
以
上
を
対
象
と
し
た

「
自
分
史
講
座
」
の
講
師
の
依
頼
を
受
け
た
白
野
さ
ん
は
、
受
講
生
一
人
ひ
と

り
の
人
生
を
文
章
に
変
え
る
指
導
を
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
こ
と
も
共
に
書

き
進
め
て
い
た
。
こ
の
時
、
七
十
七
歳
の
喜
寿
に
、
自
分
へ
の
贈
り
物
と
し
て

随
筆
集
出
版
を
心
に
決
め
目
標
と
し
た
。
昨
年
十
一
月
、
七
歳
か
ら
七
十
七
歳

ま
で
の
七
十
年
間
を
二
百
七
十
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
、
出
版
。
題
名
は
「
あ
か

が
り
踏
む
な
」
。
小
学
生
の
時
、
栄
養
不
足
か
ら
で
き
た
、
あ
か
ぎ
れ
の
思
い

出
か
ら
付
け
た
と
言
う
。
随
筆
集
の
中
程
の
ペ
ー
ジ
に
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
に
執

筆
依
頼
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
構
成
や
テ
ー

マ
の
配
分
を
あ
れ
こ
れ
考
え
た
。
喉
の
渇
き
を
覚
え
熱
い
番
茶
を
入
れ
た
。
そ

の
茶
柱
を
見
て
い
た
と
き
、
私
へ
の
呼
び
か
け
が
聞
こ
え
た
。
（
こ
れ
か
ら
の

日
々
は
、
こ
の
よ
う
に
、
全
て
ゆ
っ
く
り
と
、
ゆ
っ
く
り
と
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
）
（
中
略
）
老
い
ゆ
く
日
々
を
考
え
過
ぎ
る
焦
り
が
消
え
た
。
「
如
何
に

生
き
る
べ
き
か
」
の
力
み
も
消
え
た
。
心
が
明
る
く
な
っ
た
」
 

　
取
材
に
応
え
て
く
れ
る
白
野
さ
ん
の
瞳
が
、
メ
ガ
ネ
の
奥
で
輝
い
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

 
 

あらた 

平成14年度から国民年金はこう変わります。 
　卒直な疑問点を、Ｑ＆Ａ方式で　 

く
じ 
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健康いちばん 

整形外科小侵襲手術について 
町立中標津病院 
　整形外科医師　下　出　和　美 

〜
中
標
津
町
森
林
整
備
計
画（
案
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ
〜
 

　
町
で
は
、
次
の
計
画
期
間
に
係
る
森
林
整
備
計
画
（
案
）
を
縦
覧
い
た
し

ま
す
。
 

　
こ
の
計
画
は
、
民
有
林
の
造
林
か
ら
伐
採
に
至
る
作
業
の
実
施
基
準
な
ど

に
関
し
て
、
五
年
ご
と
に
た
て
る
十
年
間
の
計
画
で
す
。
今
回
の
計
画
で
は
、

森
林
法
の
改
正
（
平
成
十
三
年
七
月
十
一
日
に
公
布
）
に
伴
い
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
を
三
つ
に
区
分
（
水

土
保
全
林
、
森
林
と
人
と
の
共
生
林
、
資
源
の
循
環
利
用
林
）
し
、
望
ま
し

い
姿
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
区
分
に
つ
い
て
は
、
町
が

作
成
す
る
森
林
整
備
計
画
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

※
な
お
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
望
ま
し
い
森
林
の
姿
へ
誘
導
す
る
た
め
の
区
分

で
あ
っ
て
、
個
人
の
財
産
権
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 　
計
画
期
間
　
 

　
　
　
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
〜
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

　
　
　
（
十
年
間
）
 

　
縦
覧
場
所
　
経
済
部
農
林
課
林
務
係
　
　
 

　
縦
覧
期
間
　
平
成
十
四
年
二
月
五
日
〜
平
成
十
四
年
三
月
六
日
ま
で
 

　
意
見
の
申
し
立
て
 

　
森
林
整
備
計
画（
案
）に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
平
成
十
四
年
三
月
六
日
ま

で
に
、
意
見
の
内
容
、
住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
、
町
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
送
す
る
場
合
は
三
月
六
日
必
着
と
し
ま
す
。
 

　
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
 

　
経
済
部
農
林
課
林
務
係
 

し
ん
し
ゅ
う
 

しょう  しん しゅう 

　
手
術
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
、
お
っ

か
な
い
、
痛
い
な
ど
の
理
由
で
患
者
さ

ん
は
み
ん
な
嫌
が
る
の
は
当
た
り
前
で

す
が
、
近
年
整
形
外
科
の
領
域
に
お
い

て
も
侵
襲
を
少
な
く
す
る
、
具
体
的
に

は
小
さ
な
傷
し
か
つ
く
ら
ず
同
様
な
効

果
が
得
ら
れ
る
方
法
が
普
及
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
傷
が
小
さ
い
事
は
、
術
後
の

疼
痛
が
少
な
く
、
傷
が
小
さ
く
て
目
立

た
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
 

小
侵
襲
手
術
の
代
表
的
な
も
の
に
関
節

鏡
が
あ
り
ま
す
。
今
回
こ
の
関
節
鏡
を

用
い
た
手
術
を
二
つ
ほ
ど
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
ず
膝
の
関
節
鏡
で
す
が
、
そ
の
適

応
は
膝
の
半
月
板
損
傷
等
が
良
い
適
応

で
す
。
半
月
板
は
、
膝
の
中
に
あ
る
三

日
月
状
の
、
い
わ
ば
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

割
を
す
る
も
の
で
、
膝
を
ひ
ね
っ
た
り
、

あ
る
い
は
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
外
傷
が
な

く
て
も
、
歳
を
と
っ
て
膝
の
軟
骨
が
減

っ
て
く
る
と
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
、
膝
の
関
節
に
挟
ま
り
込
ん
で
、
悪

さ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
膝
の
ま

げ
の
ば
し
で
パ
キ
パ
キ
音
が
す
る
の
は
、

か
な
ら
ず
し
も
病
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
痛
み
を
伴
っ
た
り
、
引
っ
掛
か
っ

て
動
か
せ
な
く
な
る
よ
う
な
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
半
月
板
損
傷
が
ま
ず
疑
わ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
放
っ
て
お
く
と

半
月
板
の
切
れ
端
が
挟
ま
り
込
み
、
軟

骨
が
損
傷
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
こ
の
膝
関
節
鏡
を
用
い

て
半
月
板
を
な
だ
ら
か
に
削
っ
て
や
っ

た
り
、
あ
る
い
は
縫
合
を
し
て
や
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
傷
は
膝
の
前
に
約
五

mm
〜
一
cm
の
も
の
が
二
〜
三
ケ
所
で
済

み
ま
す
。
入
院
期
間
や
リ
ハ
ビ
リ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
に
よ
っ
て
異
な
る
の

で
、
外
来
で
相
談
し
て
み
て
下
さ
い
。
 

　
次
に
手
根
管
症
候
群
に
対
す
る
手
術

で
す
が
、
手
根
管
症
候
群
と
は
手
首
の

部
分
で
神
経
の
通
り
道
が
狭
く
な
り
、

親
指
か
ら
薬
指
が
し
び
れ
、
手
に
力
が

入
ら
な
く
な
る
病
気
で
、
手
首
の
部
分

の
靱
帯
が
厚
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
治
療

も
圧
迫
を
早
く
と
っ
て
や
ら
な
い
と
、

神
経
が
ダ
メ
に
な
り
回
復
が
望
め
な
い

こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
場
合
、
早
め
に
相
談
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
こ
の
手

術
に
も
関
節
鏡
を
使
い
内
側
か
ら
靱
帯

の
圧
迫
を
と
る
と
い
う
最
新
の
方
法
が

あ
り
、
道
東
で
は
唯
一
当
院
が
行
っ
て

い
ま
す
。
当
然
、
傷
も
小
さ
く
膝
と
同

じ
よ
う
に
約
五
mm
〜
一
cm
の
傷
二
ケ
所

で
済
み
、
何
よ
り
局
所
麻
酔
で
行
う
た

め
、
入
院
の
必
要
が
な
い
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
肩
、

手
関
節
な
ど
に
も
関
節
鏡
を
用
い
た
手

術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ

う
な
症
状
で
お
悩
み
の
方
は
是
非
相
談

に
来
て
下
さ
い
。
 

 医
師
の
異
動
 

 耳
鼻
咽
喉
科
　
 

　
伊
藤
大
祐
医
師
（
一
月
一
日
よ
り
）
 

産
婦
人
科
 

　
越
田
高
行
医
師
（
二
月
一
日
よ
り
）
 



き
ま
り
を
守
り 

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う 

                  

　
　
　 

　
　 

町
民
憲
章
よ
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 骨
粗
鬆
症
検
診
の
 

お
知
ら
せ
（
三
月
分
）
 
 

 三
月
分
の
予
約
の
受
け
付
け
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

申
込
期
間
 

二
月
五
日
〜
二
月
二
十
日
の
平
日
 

検
診
実
施
期
間
 

三
月
一
日
〜
三
月
二
十
九
日
の
平
日
 

検
診
内
容
 

問
診
、
骨
密
度
測
定
、
診
 
察
 

定
　
　
員
　
一
日
二
人
 

検
診
実
施
場
所
　
町
立
中
標
津
病
院
 

申
込
先
　
中
標
津
町
保
健
セ
ン
タ
ー
�

1
（
２
）２
７
３
３
ま
で
 

 乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

（
三
月
分
）
 

 

 
　
三
月
分
の
予
約
の
受
け
付
け
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

申
込
期
間
 

二
月
五
日
〜
二
月
二
十
日
の
平
日
 

検
診
実
施
期
間
 

三
月
一
日
〜
三
月
二
十
九
日
の
木
曜
日
 

検
診
内
容
　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
問

診
、
視
・
触
診
 

定
　
　
員
　
一
日
五
人
 

検
診
実
施
場
所
　
町
立
中
標
津
病
院
 

申
込
先
　
町
立
中
標
津
病
院
医
療
管
理

係
1
（
２
）８
２
０
０
ま
で
 

 第
十
回
福
祉
の
つ
ど
い
を
 

開
催
 

 　
中
標
津
町
障
害
児
者
連
絡
協
議
会
の

主
催
に
よ
る
第
十
回
福
祉
の
つ
ど
い
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
 

日
時
　
二
月
十
七
日
（
日
）
十
二
時
半

か
ら
 

場
所
　
中
標
津
町
総
合
文
化
会
館
 

パ
ネ
ル
展
　
障
害
児
者
連
絡
協
議
会
の

構
成
団
体
の
活
動
紹
介
 

作
品
展
示
・
販
売
　
森
の
家
、
広
陵
中

学
校
、
高
等
養
護
学
校
、
柏
の
実
学

園
 

書
籍
な
ど
の
販
売
　
手
話
の
会
の
本
な

ど
を
紹
介
・
販
売
 

演
奏
会
　
高
等
養
護
学
校
の
生
徒
 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
　
中
標
津
町
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
Ｋ
ｉ

Ｋ
ｉ
」
さ
ん
に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
ソ
ン

グ
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

※
大
ホ
ー
ル
へ
の
入
場
は
、
大
人
が
五

百
円
、
小
中
高
生
は
無
料
 

 納
税
は
お
済
み
で
す
か
！
 

 　
町
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
の
方
は
い
ま
せ

ん
か
！
 

　
平
成
十
三
年
度
の
全
納
期
が
す
で
に

過
ぎ
て
お
り
ま
す
。
未
納
の
方
は
早
急

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

　
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
、
納
税
に

つ
い
て
相
談
の
あ
る
方
は
担
当
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

〜
町
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
で
〜
 

　
納
税
に
は
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
納
期

の
た
び
に
金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が
省

け
ま
す
。
特
に
仕
事
の
忙
し
い
方
、
不

在
が
ち
な
方
な
ど
に
便
利
で
す
。
 

　
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
預

貯
金
通
帳
、
届
け
出
印
、
納
付
書
を
ご

持
参
の
う
え
、
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
、

農
協
、
役
場
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
税
　
務
　
課
　
納
　
税
　
係

　
　
　
　
保
険
介
護
課
　
保
険
税
係
 

　
　
　
　
保
険
介
護
課
　
介
護
保
険
係
 

 職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
 

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
 

 　
職
場
環
境
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
職

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
個
別
労
働
関
係
紛
争
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
そ
の
実
情
に

即
し
た
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図
る

た
め
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
、

釧
路
労
働
基
準
監
督
署
内
労
働
条
件

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
�
1
０
１

５
４
（
４
２
）
９
７
１
１
を
新
設
し
て

い
ま
す
。
 

　
相
談
内
容
は
、
専
門
の
相
談
員
が
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

 ほ
く
で
ん
か
ら
の
お
願
い
 

 　
送
配
電
線
と
釣
竿
・
凧
な
ど
と
の
接

近
・
接
触
事
故
防
止
に
つ
い
て
 

 　
送
配
電
線
と
の
接
近
・
接
触
に
よ
る

事
故
は
、
人
身
被
害
は
も
と
よ
り
広
範

囲
な
地
域
に
わ
た
っ
て
停
電
を
伴
い
、

社
会
的
な
混
乱
を
招
く
事
態
と
な
り
ま

す
。
 

　
送
配
電
線
の
場
合
は
、
釣
竿
な
ど
が

直
接
触
れ
な
く
て
も
接
近
す
る
だ
け
で

感
電
し
た
り
、
事
故
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
事
故
防
止
の
た
め
、
送
配
電

線
付
近
で
の
川
釣
や
凧
上
げ
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
も
し
も
釣
り
糸
や
凧
糸
が
ひ

っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
糸
に
触
ら

ず
「
ほ
く
で
ん
」
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
 

連
絡
先
　
ほ
く
で
ん
中
標
津
電
力
所
送

電
課
　
1
（
２
）３
３
３
９
ま
た
は
中
標

津
営
業
所
　
1
（
２
）２
０
１
０
ま
で
。
 

 社
会
保
険
事
務
相
談
所
 

開
設
の
お
知
ら
せ
 

　 　
今
月
の
社
会
保
険
事
務
相
談
所
開
設

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

開
設
日
時
　 

二
月
十
九
日
（
火
） 

午
後
一
時
〜
午
後
五
時 

開
設
場
所 

中
標
津
経
済
セ
ン
タ
ー 

お
問
い
合
わ
せ
は 

釧
路
社
会
保
険
事
務
所
　 

　
1
０
１
５
４（
２
２
）０
１
１
１
ま
で
。
 

 

町づくりのためのご意見・

ご提言をお待ちしています。 

中標津町ホームページへの

メール 

NAKASI_ T＠aurens.or.jp  

町づくりのための意見・提

言・電話・ファックス（夜

間・休日等は留守番電話に

て受け付けます） 

13－3667
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大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。
 

あ
な
た
の
か
ら
だ
！
 

 　
今
、
「
過
労
死
」
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
（
財
）
労
災
年
金
福
祉
協
会

で
は
、
医
師
な
ど
の
専
門
家
に
も
協
力

を
い
た
だ
き
、
「
過
労
死
」
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
電
話
で
の

相
談
で
も
結
構
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
 

日
時
　
毎
月
第
二
月
曜
日
　
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
ま
で
 

場
所
　
（
財
）労
災
年
金
福
祉
協
会
　

札
幌
年
金
相
談
所
 

 
 
 
1
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

･
６
０
３
１
１
４
 

 育
児
・
介
護
休
業
法
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
 

 ◎
育
児
休
業
や
介
護
休
業
の
申
し
出
や

取
得
を
理
由
と
す
る
解
雇
そ
の
他
不
利

益
な
取
扱
い
は
、
禁
止
さ
れ
ま
す
。
 

◎
事
業
主
は
、
職
業
家
庭
両
立
推
進
者

を
選
任
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

◎
国
は
、
労
働
者
の
仕
事
と
家
庭
の
両

立
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
な
ど
を
行
い

ま
す
。
 

育
児
・
介
護
休
業
法
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
北
海
道
労
働
局
雇
用
均
等
室
�

1
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１
（
内

線
３
５
７
２
）
ま
で
。

 

 

平
成
十
四
年
度
「
郵
便
局

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
 

 　
郵
政
事
業
庁
で
は
、
郵
便
、
為
替
貯

金
及
び
簡
易
生
命
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
改

善
及
び
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
資
す

る
た
め
、
各
事
業
の
制
度
及
び
サ
ー
ビ

ス
内
容
な
ど
に
対
す
る
お
客
さ
ま
の
意

見
や
要
望
を
聞
く
、
平
成
十
四
年
度
郵

便
局
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

委
嘱
事
項
　
 

①
郵
便
局
な
ど
が
開
催
す
る
「
郵
便

局
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
へ
の
出
席
 

②
郵
政
事
業
庁
か
ら
送
付
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
 

③
意
見
、
要
望
の
随
時
提
出
（
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
）
 

応
募
資
格
 

①
個
人
モ
ニ
タ
ー
 

・
平
成
十
四
年
四
月
一
日
現
在
、

満
二
十
歳
以
上
の
方
で
、
郵
便
、

為
替
貯
金
及
び
簡
易
生
命
保
険
の

各
事
業
に
関
心
の
あ
る
方
（
た
だ

し
、
郵
政
事
業
に
従
事
す
る
職
員

及
び
そ
の
家
族
は
除
き
ま
す
）
 

②
事
業
所
モ
ニ
タ
ー
 

・
日
ご
ろ
郵
便
局
を
ご
利
用
に
な

る
部
門
の
責
任
者
の
方
 

委
嘱
期
間
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日
〜

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
一
年
間
 

募
集
数
 

①
個
人
モ
ニ
タ
ー
　
百
三
十
七
人

（
男
性
四
十
四
人
、
女
性
九
十
三

人
）
 

②
事
業
所
モ
ニ
タ
ー
　
五
十
社
 

謝
礼
　
年
間
　
一
万
二
千
円
（
予
定
）
 

募
集
期
間
　
平
成
十
四
年
二
月
十
四
日

（
木
）
ま
で
 

応
募
方
法
　
郵
便
局
に
備
付
け
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

も
よ
り
の
郵
便
局
へ
持
参
し
て
下

さ
い
。
 

　
詳
し
く
は
中
標
津
郵
便
局
 

�
1
（
２
）
３
１
０
０
ま
で
 

 二
月
七
日
は
 

「
北
方
領
土
の
日
」
 

 　
毎
年
二
月
七
日
は
、
「
北
方
領
土
の

日
」
で
す
。
こ
れ
は
、
北
方
領
土
問
題

に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
と
理

解
を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図

る
た
め
、
昭
和
五
十
六
年
に
閣
議
了
解

に
よ
り
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
一
八
五
五
年
の
二
月
七
日
、
伊
豆
の

下
田
に
お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
日
露
両
国

の
国
境
が
平
和
裏
に
定
め
ら
れ
、
北
方

四
島
が
日
本
の
領
土
と
し
て
初
め
て
国

際
的
に
明
確
に
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
う

し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
二
月
七
日
が

「
北
方
領
土
の
日
」
と
し
て
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択

捉
島
の
北
方
四
島
は
、
我
が
国
の
固
有

の
領
土
で
す
。
北
方
四
島
の
返
還
を
現

実
の
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
関
心
を
一
層
深
め
、
世
論
を

団
結
さ
せ
て
粘
り
強
く
返
還
要
求
運
動

を
展
開
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
今
年
も
「
北
方
領
土
の
日
」
に
は
、

根
室
市
で
二
〇
〇
二
年
「
北
方
領
土
の

日
」
根
室
管
内
住
民
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
大
会
で
は
、
青
少
年
の
弁

論
発
表
を
通
し
て
返
還
要
求
運
動
の
声

を
内
外
へ
表
明
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
月
九
日

（
土
）
・
十
日
（
日
）
の
な
か
し
べ
つ

冬
ま
つ
り
で
も
「
北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
活
動
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

              

 中
標
津
町
消
費
者
大
会
の

開
催
に
つ
い
て
 

 　
「
食
の
安
全
と
住
み
よ
い
社
会
を
め

ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
標
津
町
消

費
者
大
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

　
協
会
の
会
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

会
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
　
二
月
二
十
日
（
水
）
 

　
午
前
十
時
〜
午
後
一
時
ま
で
 

場
所
　
総
合
文
化
会
館
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
 

内
容
　
 

・
基
調
講
演
　
釧
路
市
消
費
者
協
会

会
長
　
小
笠
原
和
子
氏
 

・
パ
ネ
ル
展
 

・
貯
蓄
推
進
、
生
活
設
計
コ
ー
ナ
ー
 

・
地
場
産
品
の
試
食
、
販
売
、
そ
の

他
 

　
詳
し
く
は
、
中
標
津
町
消
費
者
協
会

　
　
　
1
（
３
）
３
１
１
１
ま
で
 

 

収納窓口の休日開
設及び平日開設時
間の延長について 
 

　お仕事などの都合で、

日中、役場の収納窓口や

金融機関などへ出かける

ことが困難な方のために、

町税など各種収納金の収

納窓口の開設時間を、２

月15日（金）と２月28日

（木）は、午後８時まで

延長し、２月24日（日）

は、午前９時から午後５

時まで開設致しますので

ご利用ください。 

中標津 
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昨
年
公
開
録
画
で
収
録
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
欽
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
で
し
ゃ
べ
っ
て

笑
っ
て
」
が
一
月
六
日
に
放
送
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
番
組
に
は
、
裏
方
を
含
め
約
七

十
人
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
と
約
百
人
の

町
民
が
協
力
し
制
作
し
た
番
組
で
す
。 

　
司
会
を
し
た
萩
本
欽
一
さ
ん
は
「
達

者
な
百
才
の
佐
藤
ヨ
シ
さ
ん
と
元
気
の

い
い
子
ど
も
た
ち
」
に
驚
い
て
い
た
そ

う
で
す
。
収
録
後
、
中
標
津
町
の
み
な

さ
ん
へ
…
と
自
筆
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洋
） 

なかしべつ 

 

こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　 

VOL.470

　平成12年に中標津スキー協会の働きかけで設立し、13名から出発し
た少年団も３シーズン目の活動となり、団員数も22名となりました。練
習場が狭くまたリフトも無いため、思うような練習はできませんが、団
員は週２回の練習を心待ちにしており、厳寒の夜の中、元気にポール練
習に励んでいます。スキーを始めたばかりの子でも、シーズン後半には
ポール競技でタイムを競えるまでになり、子どもの習得の速さには驚か
されるばかりです。今の練習環境ではスキー場のあるレーシングチーム
に技術ではとてもかないませんが、楽しいスキーを基本とした団の活動
で学年、学校を越えた友達の輪が生まれ、コミュニケーション能力の形
成に大いに役立っていると思います。練習場が狭く、これ以上の団員増
が難しく、なんとかもう少し広い練習環境を作ってあげたいと考えてい
ます。 

【活動内容】 
　中標津町森林公園スキー場で週２回（水・金）練習している。 
昨年２月、羅臼スキー場で行われた、道民スポーツ大会に４名参加。総合２位
の成績を収める。今年も道民スポーツ大会への選手派遣と記録会の開催を予定。 

これまでの活動で一番印象に残っていること 

みんなと一緒にバスに乗って、ラウスなどの

スキー場に練習に行ったこと。 

活動の中で楽しかったこと、やっていてよか

ったと思うこと 

先生に言われたとおりに滑れたとき。 

活動の中でつらかったこと、悲しかったこと 

とても寒いとき、スキー板を持って斜面を登

るのが辛い。 

これからの目標 

パラレルターンで滑れるようになりたい。 

※練習の後にみんなでココアやぶた汁を食べ
ながら話しをするのも楽しいです。 
　リフトのあるスキー場が欲しいです。 

　夢・未来 

　団体の名称　中標津スキー少年団 
　設立年月日　平成１２年１月１５日 
　代　表　者　倉内　勝彦　東３０北７　1３ー５６４８ 

中標津小学校（６年） 

中　谷　夢　乃さん 

はばた
 

ゆめ　　  の 

　　　　12月31日現在住民登録人口 

　　　町の人口 
　　　　  男 
　　 　　 女 
　　　世 帯 数 

（　） 内は前月比 

誕生27人  死亡13人  転入54人  転出27人　 

23,681（＋41） 
11,659（＋21） 
12,022（＋20） 
9,613（＋  4） 




